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ＤＯＷＡホールディングス株式会社

ＤＯＷＡニュース

当社（東京都千代田区外神田４丁目１４番１号 資本金：３６４億円 社長：河野 正樹）子会社

のＤＯＷＡエレクトロニクス㈱（ 同所 資本金：１０億円 社長：大塚 晃）は、現在市販されて

いる紫外ＬＥＤよりもさらに波長の短い深紫外ＬＥＤの開発に成功し、現在量産に向け試験を進めて

います。

深紫外ＬＥＤは樹脂硬化、光触媒、光造形、水浄化および殺菌など幅広い用途での使用が期待され

ており、世界各国の企業から注目を集めています。現時点では本格的な供給ができる企業が存在しな

いため市場は未成熟ですが、供給体制が整えば、将来的に数百億円規模の市場の創出が見込まれます。

深紫外ＬＥＤは窒化物半導体の一種で、製造が非常に困難なため、量産に成功したメーカーはこれ

までありませんでしたが、今回、ＤＯＷＡエレクトロニクス社は波長が３２５～３５０ｎｍの深紫外

ＬＥＤチップの開発に成功しました。同社が有するＡｌＮテンプレート（サファイア基板上に高温エ

ピ成長する高品質ＡｌＮ膜）と米国パロアルト・リサーチ・センター（ＰＡＲＣ）社から導入した紫

外ＬＥＤエピ成長技術の組み合わせにより、この波長帯で世界最高水準の出力を実現することに成功

しました。今後さらに短波長の深紫外ＬＥＤチップの開発にも取り組んでまいります。

ＤＯＷＡエレクトロニクス社はＧａＡｓ系製品を豊富に有し、赤色・赤外領域で２０年以上のＬＥ

Ｄチップビジネスの経験を持ちます。さらにここ数年、窒化物半導体のラインナップを急ピッチで強

化しており、第一弾として窒化物系電子デバイス（ＨＥＭＴ）エピを次世代携帯電話基地局向けなど

の高周波用途、パワー半導体向けに販売を開始しています。深紫外ＬＥＤチップは窒化物系製品の第

二弾で、これにより半導体事業の基盤をさらに強固なものにすることを目指します。

深紫外ＬＥＤチップ

(写真では蛍光体により青色光に変換しています)

世界最高水準出力の深紫外ＬＥＤチップを開発

ＰＡＲＣ社の概要：

社名： Palo Alto Research Center Inc.

代表者：代表取締役社長 Mark Bernstein

資本： 米国Xerox社100％子会社

所在地：米国カリフォルニア州パロアルト

従業員：約500名


